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r－11月の休日救急医

　16日富田医院（神明町）
　23日中条病院（中条）
　24日大　島　医　院（川原町）

　30日山口医院（下条）
12月上旬の予定

7日千手診療所

麗

仁田駐在所に電話が入りました。8－4107番です

覇
輔

　
川
西
中
学
校
の
文
化
祭
は
、
十

一
月
一
日
と
二
日
の
両
日
で
し
た
．

　
美
術
部
の
展
覧
会
場
を
の
ぞ
い

て
見
る
と
、
焼
物
の
展
示
と
即
売

を
や
っ
て
い
ま
し
た
．

　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
ぐ
い
の
み
、

あ
る
い
は
大
型
の
つ
ぼ
な
ど
多
種

多
様
．
色
彩
は
ち
ょ
っ
と
渋
め
で

父
兄
向
き
、
お
か
げ
で
ほ
と
ん
ど

の
も
の
に
売
約
済
み
の
札
が
付
き

ま
し
た
。

　
片
す
み
で
は
ロ
ク
ロ
を
回
し
て

の
実
演
風
景
1
ー
．
み
ご
と
な
手

つ
き
に
思
わ
ず
拍
手
．
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新
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
計
画
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基
本
構
想
函
を
審
議

十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
で
は
同
地
域
新
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
計
画
の
総
論
と
基
本
構
想
（
案
）
を
ま
と
め
、
先
月
三
十
日
に
審
議
会
に
諮

問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
年
四
月
二
十
五
日
に
国
の
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
策

定
の
指
定
を
受
け
、
郡
市
内
の
職
員
十
五
人
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み

作
成
し
た
も
の
で
す
。

　
審
議
会
（
各
市
町
村
の
議
会
代
表
や
各
界
の
代
表
な
ど
二
十
人
で
構
成
）
で

は
、
同
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
十
日
町
市
役
所
に
お
い
て
審
議
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ら
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
圏
域
に

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
は
、
昭

和
四
十
六
年
八
月
、
住
民
生
活
の
向
上
、

過
疎
化
現
象
、
交
通
手
段
の
発
展
に
よ

る
日
常
生
活
の
広
域
化
に
対
処
す
る
た

め
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年

三
月
に
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、
産
業

開
発
な
ど
を
柱
と
し
た
振
興
整
備
計
画

を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
地

域
社
会
づ
く
り
に
成
果
を
あ
げ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
は
昭

和
四
十
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機

に
、
安
定
成
長
路
線
へ
の
転
換
が
急
務

と
な
り
、
国
で
は
昭
和
五
十
二
年
に
第

三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
を
受
け
て
自
治
省
は
、

広
域
市
町
村
圏
を
単
位
と
し
て
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
安
定
感
の
あ
る
総
合

て
総
合
的
な
施
索
を
講
じ
ま
し
た
。

五
十
六
年
度
か
ら
実
施

居
住
環
境
整
備
に
よ
り
定
住
構
想
を
実

現
さ
せ
る
た
め
、
新
広
域
市
町
村
圏
策

定
要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
本
圏
域
で
も
、
新
し
い
時
代
に
対
応

し
て
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
計
画

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
計
画
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

の
実
績
を
ふ
ま
え
、
み
ん
な
が
定
住
を

希
望
し
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
圏

域
に
す
る
た
め
、
新
た
な
視
点
に
立
っ

　
こ
の
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計

画
、
実
施
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想

○
期
間
　
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
六
十

五
年
度
ま
で
の
十
年
間

○
内
容
　
振
興
発
展
の
将
来
図
と
、
こ

れ
を
達
成
す
る
た
め
の
課
題
と
施
策
の

大
綱
を
示
す

　
基
本
計
画

○
期
間
　
昭
年
五
十
六
年
度
か
ら
六
十

年
度
ま
で
の
五
年
間

○
内
容
　
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
将
来

図
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
体
系
と

実
施
す
べ
き
事
項
を
定
め
る

　
実
施
計
画

、
○
期
間
　
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
五
十

八
年
度
ま
で
の
三
年
間
と
し
、
毎
年
度

向
こ
う
三
年
間
の
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で

○
内
容
　
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
根
幹

事
業
の
年
次
計
画
と
、
こ
れ
に
必
要
な

財
政
措
置
と
経
費
の
分
担
を
定
め
る
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基本理念
“
豊
か
な
く
ら
し
の
な
か
に
　
あ
ふ
れ
る
若
者
の
活
力
を

　
四
季
が
彩
る
　
ふ
る
さ
と
圏
域
”

◎
雪
が
く
ら
し
の
中
に
生
か
さ
れ
、
交
通
体
系
が
整
っ
た
圏
域

◎
自
然
の
豊
か
さ
の
な
か
に
、
快
適
な
生
活
環
境
を
備
え
た
圏
域

◎
健
康
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
日
常
生
活
を
送
れ
る
圏
域

◎
創
造
力
が
豊
か
で
、
郷
土
に
愛
着
を
持
つ
人
を
育
く
む
圏
域

◎
伝
統
と
若
者
の
活
力
に
満
ち
た
産
業
が
息
づ
い
て
い
る
圏
域
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團
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

外
山
ユ
シ
（
山
野
田
）
、
水
口
沢
総
代

平
野
圭
二
、
星
名
四
郎
（
上
野
）
、
平

沢
徳
松
（
仁
田
）

幽
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
柏
崎
ち
ぢ
み
行
商
史
・
水
口
沢
村
外

六
ケ
村
絵
図
（
一
六
八
三
年
）
・
御
尋

二
付
口
上
之
一
札
－
千
手
市
場
の
由
来

・
年
数
な
ど
の
御
尋
1
（
一
七
四
三
年
）

・
覚
i
会
津
戦
争
の
際
の
宿
泊
人
類
・

人
馬
継
立
記
録
1
（
一
八
六
八
年
）
・

乍
恐
以
書
付
御
歎
奉
申
上
候
－
木
落
・

三
領
河
原
新
開
場
荒
水
に
て
流
失
の
た

め
再
見
分
方
の
願
い
ー
（
一
八
二
八
年
）

・
金
子
借
用
申
連
判
証
文
之
事
－
凶
作

の
た
め
村
人
が
当
座
を
し
の
ぐ
金
を
連

名
で
借
用
i
（
一
七
八
六
年
）
・
赤
紙

（
召
集
令
状
）
・
応
召
準
備
計
画
表
・

兵
役
の
知
識
・
武
官
進
級
令
・
兵
役
法

以
上
総
数
七
百
十
八
件
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十
月
末
日
ま
で
）
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明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
村
明
細

帳
に
よ
る
と
、
仙
田
村
の
人
口
は
男
六

百
四
十
人
、
女
四
百
四
十
八
人
で
あ
る
。

男
と
女
の
割
合
は
、
自
然
の
法
則
か
ら

い
っ
て
も
大
体
均
衡
が
と
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
資
料
に
目
を
通

す
か
ぎ
り
で
は
女
性
の
数
が
圧
倒
的
に

少
な
い
。
上
新
井
村
や
宗
正
村
は
じ
め
、

と
く
に
禅
宗
の
村
々
に
つ
い
て
は
同
様

の
こ
と
が
い
え
る
。

　
男
女
差
を
年
令
別
に
比
較
し
て
み
る

と
、
女
性
の
数
が
男
性
と
同
じ
く
な
る

の
は
二
十
代
だ
け
、
以
後
は
、
楢
山
詣

り
を
し
た
の
か
ど
う
か
、
年
を
と
る
に

従
っ
て
女
性
の
数
が
少
な
く
な
る
。
し

か
し
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
三
十
歳
代
ま
で
は

こ
れ
と
逆
で
、
年
が
若
く
な
る
に
つ
れ

て
女
性
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
男
性
に
比
べ
て
女
性
の
数
が
極
端
に

少
な
い
の
は
、
生
ま
れ
た
子
が
女
児
の

場
合
と
く
に
間
引
か
れ
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
女
は
無
理
し
て
育
て
な
い
ほ
う
が

よ
い
、
倖
の
嫁
は
、
年
ご
ろ
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
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「
豊
か
な
く
ら
し
の
な
か
に
　
あ
ふ

れ
る
若
者
の
活
力
を
　
四
季
が
彩
ど
る

ふ
る
さ
と
圏
域
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
次
の
課
題
を
改
善
、
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
就
労
の
場
の
拡
大

　
絹
織
物
は
圏
域
経
済
を
支
え
て
い
る

基
幹
産
業
で
す
。
新
商
品
開
発
や
商
品

転
換
な
ど
に
よ
り
、
若
年
層
に
　
力
あ

る
職
場
や
労
働
条
件
を
整
備
し
、
就
労

の
場
の
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、

　
「
織
物
」
と
い
う
単
一
圏
域
で
あ
る
た

め
に
、
他
の
産
業
の
開
発
が
遅
れ
て
い

ま
す
の
で
、
圏
域
の
特
性
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
安
定
し
た
産
業
の
創
出
、
誘

致
と
あ
わ
せ
、
県
の
中
核
都
市
長
岡
へ

の
交
通
体
系
の
整
備
拡
充
に
よ
り
、
通

勤
圏
と
し
て
の
雇
用
の
拡
大
を
推
進
し

ま
す
。

②
雪
の
克
服
と
積
極
利
用

　
雪
の
克
服
は
宿
命
的
な
課
題
で
す
。

道
路
除
雪
は
広
域
除
雪
シ
ス
テ
ム
を
確

立
し
行
い
ま
す
。
雪
ほ
り
、
雪
お
ろ
し

は
、
住
宅
改
造
、
雪
処
理
空
間
の
確
保
、

ま
た
、
共
同
雪
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

施
策
、
研
究
を
行
い
、
雪
処
理
条
例
を

検
討
し
ま
す
。
雪
を
水
資
源
の
貯
留
や

観
光
資
源
な
ど
と
し
て
、
積
極
的
に
生

か
せ
る
よ
う
な
施
策
を
講
じ
ま
す
。

③
医
療
体
制
の
充
実

宏
ど

　
人
口
の
高
齢
化
、
生
活
条
件
の
多
様

化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
増
々
要
求
さ
れ

る
医
療
体
制
の
高
度
化
、
専
門
化
に
対

応
し
て
、
公
的
病
院
を
中
心
と
し
た
施

設
の
整
備
、
医
療
従
事
者
の
確
保
を
は

か
る
と
と
も
に
、
救
急
・
夜
間
の
診
療

体
制
を
確
立
し
ま
す
。

④
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　
北
越
北
線
の
開
通
、
新
幹
線
駅
・
高

速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ヘ
の
短
絡

道
路
の
開
発
を
進
め
、
こ
れ
に
圏
域
内

幹
線
道
路
が
有
機
的
に
連
結
す
る
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
は
か
り
ま

す
。
ま
た
、
国
道
を
は
じ
め
、
県
道
、

市
町
村
道
や
主
要
道
路
、
山
間
生
活
道

路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

⑤
観
光
開
発

　
地
域
に
存
在
す
る
資
源
の
積
極
的
利

用
を
推
進
し
、
こ
れ
ら
が
有
機
的
に
連

携
を
と
っ
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
観
光
協
会
な
ど
の
組

織
強
化
と
、
観
光
地
ま
で
の
ル
ー
ト
の

整
備
、
駐
車
場
の
整
備
を
は
か
り
ま
す
。

⑥
若
者
定
住
対
策

　
若
年
層
が
圏
域
に
定
住
す
る
こ
と
は
、

過
疎
化
現
象
の
解
消
だ
け
で
な
く
、
圏

域
諸
活
動
の
活
発
化
の
う
え
で
も
重
要

な
課
題
で
す
。
流
出
の
原
因
と
し
て
は
、

就
労
の
場
が
少
な
い
こ
と
、
高
等
教
育

機
関
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
圏
域
外
、

県
外
の
大
学
な
ど
に
進
学
し
て
お
り
、

就
労
の
場
も
圏
域
外
で
求
め
て
い
る
こ

と
な
ど
で
す
。
若
者
に
魅
力
あ
る
就
労

の
場
を
拡
大
す
る
こ
と
と
、
若
者
を
ひ

き
つ
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
、
娯
楽
集
会
施
設
な
ど
の
都
市
機

能
を
備
え
る
よ
う
な
圏
域
づ
く
り
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
者
の

定
住
の
た
め
に
は
、
大
学
や
地
場
産
業

専
門
学
校
な
ど
を
設
け
る
こ
と
も
重
要

で
す
。川
西
町
の
役
割

　
川
西
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、

近
代
的
施
設
を
有
す
る
全
国
有
数
の
良

質
米
の
産
地
と
し
て
地
域
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
農
業
を
と
り

ま
く
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に

よ
っ
て
兼
業
化
が
進
み
、
農
家
数
、
就

業
人
口
と
も
年
々
減
少
の
方
向
に
あ
り

ま
す
。

　
豊
か
な
労
働
力
を
も
ち
、
し
か
も
柏

崎
臨
海
工
業
地
帯
、
関
越
・
北
陸
の
両

高
速
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
最
も
近

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
電
気
機
械
や
良
質

米
を
利
用
し
た
食
品
企
業
な
ど
の
優
良

企
業
を
誘
致
し
、
農
工
一
体
と
な
っ
た

地
域
づ
く
り
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
は
圏

域
一
か
所
の
更
生
施
設
で
す
の
で
施
設

の
充
実
を
は
か
り
、
計
画
中
の
全
寮
学

園
高
校
誘
致
に
よ
り
、
福
祉
・
教
育
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
重
点
項
目
で
す
。

鰭
娘
を
よ
そ
か
ら
も
ら
っ
て
く
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
危
険
な
思
想
で
あ
る
。

　
こ
の
時
代
の
百
姓
は
、
一
戸
当
た
り

年
に
七
俵
前
後
の
米
し
か
と
れ
て
い
な

い
。
う
ち
、
年
貢
や
上
納
の
分
が
二
俵

を
こ
え
、
残
っ
た
米
か
ら
さ
ら
に
村
の

万
雑
割
や
交
際
費
が
差
し
引
か
れ
た
。

年
に
五
俵
そ
こ
そ
こ
の
米
を
、
平
均
十

人
の
家
族
が
食
い
つ
な
い
で
生
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
飢
饅
が
あ
い
次
ぐ
生
活
の
中
で
、
親

は
心
を
鬼
に
し
て
生
ま
れ
た
子
を
殺
さ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
苦
労
し
て
育
て

た
と
し
て
も
、
大
き
く
な
っ
た
娘
は
身

売
り
す
る
か
、
借
金
の
ヵ
タ
に
取
ら
れ

て
苦
界
に
身
を
沈
め
る
し
か
な
か
っ
た
。

そ
う
な
る
よ
り
は
、
間
引
い
た
ほ
う
が

こ
の
子
の
し
あ
わ
せ
、
と
考
え
た
よ
う

で
あ
る
。
間
引
か
れ
た
水
子
は
と
も
か

く
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
か

っ
た
親
は
な
お
さ
ら
せ
つ
な
か
っ
た
。

　
一
人
を
間
引
く
た
び
に
、
親
は
そ
の

子
の
成
仏
を
願
っ
て
「
子
消
し
」
の
人

形
を
刻
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
人
形
が
い

つ
し
か
「
こ
け
し
」
と
呼
ば
れ
、
東
北

地
方
の
名
産
と
な
っ
て
現
在
に
い
た
っ

た
無
情
を
知
る
人
は
知
る
、
「
子
消
し
」

と
「
こ
け
し
」
の
、
あ
ま
り
に
も
悲
し

い
歴
史
で
あ
っ
た
。

　
江
戸
中
期
の
庶
民
教
育
に
貢
献
し
た

西
川
如
見
は
、
そ
の
著
「
百
姓
嚢
」
の

中
に
「
山
家
の
土
民
子
を
繁
く
産
す
る

者
、
初
め
一
、
二
人
育
て
ぬ
れ
ば
末
は

み
な
省
く
と
い
ひ
て
殺
す
こ
と
多
し
、

殊
に
女
子
は
大
か
た
殺
す
な
ら
わ
し
の

村
里
も
あ
り
し
…
」
と
記
し
て
い
る
。

幕
府
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
堕

胎
間
引
き
の
禁
令
を
出
し
た
が
、
そ
れ

で
も
カ
ゲ
で
ひ
そ
か
に
行
わ
れ
た
。

　
間
引
き
を
免
れ
て
、
生
き
る
こ
と
の

で
き
た
女
性
の
大
半
は
あ
わ
れ
で
あ
っ

た
。
山
奥
の
沢
に
捨
て
ら
れ
る
ア
カ
ッ

コ
も
あ
り
、
よ
ほ
ど
の
主
だ
ち
の
子
供

で
も
な
い
か
ぎ
り
、
三
、
四
歳
に
な
る

と
モ
リ
ッ
コ
や
ザ
グ
リ
マ
ワ
シ
に
酷
使

さ
れ
て
泣
か
さ
れ
た
。
親
も
と
を
離
れ

て
、
遠
く
は
上
田
あ
た
り
に
ま
で
奉
公

に
や
ら
さ
れ
る
オ
ン
ナ
ッ
コ
も
あ
っ
た
。

　
間
引
き
、
捨
て
子
の
資
料
や
伝
説
は

川
西
町
に
も
か
な
り
豊
富
に
残
さ
れ
て

い
る
。
安
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
星

名
新
田
を
開
発
し
た
星
名
保
は
、
子
供

が
間
引
か
れ
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
現
状

を
な
げ
き
、
ア
カ
ッ
コ
沢
や
餓
鬼
山
に

捨
て
ら
れ
た
幼
児
を
菊
蔵
の
里
に
引
き

取
っ
て
養
育
し
た
。
大
勢
の
孤
児
を
大

成
さ
せ
、
各
人
の
望
む
と
こ
ろ
に
発
展

の
道
を
あ
た
え
て
や
っ
た
の
で
あ
る
。

　
徳
川
の
時
代
が
終
わ
っ
て
も
、
間
引

き
は
な
お
行
わ
れ
た
。
巡
査
様
に
、
あ

る
女
性
の
間
引
き
を
密
告
し
た
書
状
が

残
っ
て
い
る
。
末
尾
に
、
「
産
ん
で
殺

す
事
ひ
そ
か
に
行
わ
れ
て
一
向
に
止
み

申
さ
ず
、
之
を
御
差
置
候
は
ば
行
末
愈

愈
止
ま
ざ
る
事
と
存
じ
云
々
…
」
と
記

さ
れ
て
あ
る
。
明
治
八
年
、
十
日
町
取

　
　
　
ら
そ
つ

締
場
の
遷
卒
が
巡
査
と
名
を
変
え
た
こ

ろ
の
投
書
で
あ
る
。
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異常気象被害農家の

臣監鰹篠秘熱を減免

今
年
の
異
常
気

象
に
伴
う
農
作
物

の
被
害
を
受
け
た

方
で
、
次
の
基
準

に
該
当
す
る
場
合

は
、
昭
和
五
十
五

年
度
の
町
民
税

（
第
四
期
分
）
お
よ

び
国
民
健
康
保
険

料
（
十
二
月
分
か

ら
）
が
減
額
ま
た

は
免
除
さ
れ
ま
す

の
で
、
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
方

は
十
一
月
三
十
日

ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
農
作
物
の
減
収
に
よ
る
損
失
額
（
減

　
収
額
か
ら
共
済
給
付
金
を
差
し
引
い

　
た
額
）
が
平
年
収
入
額
の
十
分
の
三

　
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
、
昭
和
五
十
四
年
中
の
合
計
所
得
金
額

　
が
四
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た

輯
…
簑
…
…
…
藻
…
箒
…
…
川
欝
簑
落
咄
…
皿
…
㎜
…
簑
…

　
だ
し
国
民
健
康
保
険
料
の
場
合
は
退

　
職
所
得
金
額
を
含
ま
な
い
。

三
、
昭
和
五
十
四
年
中
の
合
計
所
得
金
額

　
の
う
ち
農
業
所
得
以
外
の
所
得
が
百

　
六
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◎
減
免
申
請
の
手
続
き
は
、
町
民
税
に

つ
い
て
は
税
務
課
税
務
第
一
係
、
国
民

健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
健
康
管
理
室

保
険
係
へ
。

減免割合表
合計所得金額 減免割合

120万円以下であるとき 10分の10

160万円以下であるとき 10分の8

220万円以下であるとき 10分の6

300万円以下であるとぎ 10分の4

300万円を超えるとき 10分の2

九
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　・9●●
　　　　　　　　●■●
　　　　　　　　費り●●
　　　　　　　　，■●
　　　　　　　　，b●●
　　　　　　　　●o●
　　　　　　　　，o●●
　　　　　　　　o●●
　　　　　　　　・P●●

千
　　　　　　　　q●●　　　　　　　　D■●■
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　・の●●
　　　　　　　　●■●
　　　　　　　　伽o●●
　　　　　　　　●●o　　　　　　　　・o●●
　　　　　　　　●●●

八
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　，●●●
　　　　　　　　■●●
　　　　　　　　，o●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　・o●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　の■●●

　　　　　　　　，●●●

百
　　　　　　　　00●
　　　　　　　　，●●●
　　　　　　　　■●●
　　　　　　　　，■●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　D●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　9●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　，●●●

八
　　　　　　　　■●●
　　　　　　　　，●●■
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　，●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　1●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　，■●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　， ●●●

十
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　9・●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　■●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　9●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　，●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　ひ●●●
　　　　　　　　　　　　一　　　　 ，●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　じ　　　　■■■■■■　　　　 ●●●
　　　　　　　　』●●●
　　　　　　　　●e●■口■■■■■■■　　　，●●●

　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　』●●●

人
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　．●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　，●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　．●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　レ●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　一●●●
　　　　　　　　●●●
　　　　　　　　や●●●
　　　　　　　　●●●

国
勢
調
査
の
町
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
総
理
府
統
計
局
が
全
国
集

計
を
行
い
、
発
表
す
る
ま
で
は
正
規
の

数
字
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
ほ

ぼ
変
更
が
な
い
も
の
と
考
え
、
別
表
に

よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
十
月
一
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
の

●
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●
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●
　
　
　
●
　
　
　
●
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●
　
　
　
●
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●
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●
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●
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一
●
簡
●
ロ
●
。
●
・
●
．
●
，
●
．
●
．
●
・

“
国
勢
調
査
の
概
況
“

　
　
前
回
よ
り
三
百
二
十
二
人
減
少

人
口
は
一
万
百
人
で
す
が
、
国
勢
調
査

で
は
そ
れ
よ
り
二
百
十
七
人
少
な
い
九

千
八
百
八
十
三
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
と
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
人
口
は
三
百
二
十
二
人

の
減
少
で
す
が
、
世
帯
数
で
は
十
五
世

帯
増
加
し
て
二
千
三
百
五
十
八
世
帯
に

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
町
内
で
の
た
ば

こ
売
り
上
げ
総
箱
数
は
、
二
十
本
入
り

で
約
九
十
万
箱
、
喫
煙
者
一
人
一
日
に

一
箱
の
割
合
で
計
算
す
る
と
、
二
千
四

百
六
十
五
人
の
喫
煙
者
が
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
の
成
人
男
子

の
六
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
り
ま

す
。　
こ
の
売
り
上
げ
に
対
し
、
町
に
入
る

た
ば
こ
消
費
税
の
総
額
は
約
二
千
二
百

四
十
万
円
で
、
町
の
た
い
せ
つ
な
財
源

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
箱
（
二

十
本
入
り
）
当
た
り
の
町
分
の
消
費
税

は
約
二
十
五
円
で
す
。

　
た
ば
こ
消
費
税
の
配
分
基
準
は
、
町

の
小
売
り
店
の
売
り
上
げ
本
数
に
よ
り

ま
す
の
で
、
旅
行
に
出
か
け
る
と
き
や
、

出
か
せ
ぎ
を
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
町
内

で
た
ば
こ
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

…
驚
…
凄
毒
藩
側
…
…
…
…
…
簑
毒
藍
…
川
脚
簑
…
…
…

　
千
手
地
区
は
宅
地
分
譲
な
ど
が
行
わ

れ
人
口
も
増
加
し
ま
し
た
が
、
上
野
、

橘
地
区
で
は
若
干
減
少
し
て
い
ま
す
。

前
回
（
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
）
七
百
五

十
人
も
少
な
く
な
り
心
配
さ
れ
て
い
た

仙
田
地
区
に
お
い
て
も
、
減
少
率
が
鈍

り
ま
し
た
の
で
、
一
応
過
疎
化
現
象
か

ら
は
脱
し
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

「
き
ー
ん
　
　
季
f
し

協
出
か
瑠
馨
繍
♂
言

ね
　
出
か
せ
ぎ
に
出
か
け
る
皆
さ
ん
は

年
金
に
「
空
白
期
間
」
を
作
ら
な
い

よ
う
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
料
は
掛
け
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
の
掛
け
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
が
不
足
な
た
め
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
あ
な
た
が
“
無
年
金
者
”

に
な
ら
な
い
方
法
は
、
保
険
料
を
掛

け
終
え
て
か
ら
出
か
せ
ぎ
に
出
か
け

る
こ
と
で
す
。

②
「
年
金
手
帳
」
は
持
参
し
ま
し
ょ

　
・
つ
。

　
出
か
せ
ぎ
に
出
か
け
る
ほ
と

ん
ど
の
人
は
、
国
民
年
金
か
ら

厚
生
年
金
に
移
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な

●●
‘
㌧。o

り
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
の
記
録
欄

に
正
し
く
メ
モ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

）
フ
。
③
年
金
の
手
続
き
は
速
や
か
に

　
“
無
年
金
者
”
に
な
り
か
ね
な
い

空
白
期
間
を
防
ぐ
に
は
ー
。

◇
出
か
せ
ぎ
先
の
職
場
で
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
と
き
は
国
民
年
金
の
喪

失
届
を

◇
出
か
せ
ぎ
か
ら
戻
っ
た
と
き
に
は

国
民
年
金
の
加
入
届
を

　
手
続
き
は
、
そ
の
つ
ど
速
や
か
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
以
上
の
こ
と
を
守

れ
ば
、
あ
な
た
の
年
金
は
安
心
で
す
。

　
職
場
に
出
向
い
た
ら
、

た
の
年
金
手
帳
を
労
務
担
当
者

に
提
出
し
、
厚
生
年
金
の
加
入

年
月
日
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
・
つ
。

　
あ
な
た
の
厚
生
年
金
の
加
入

期
間
は
、
国
民
年
金
の
加
入
期

間
と
合
算
し
て
、
将
来
「
通
算

年
金
」
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
を
請
求
す
る
際
、
勤
務
し

た
会
社
名
と
住
所
が
必
要
と
な

O　　保険料の納付と

1n　　　年金の手続きは忘れずに

籏砺ん

u
皇
一

軸
●
　
o
　
，

◎◎Q

多
　謬

■冒團
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昭和55年国勢調査（概数）と昭和50年国勢調査の比較

　　　　　事項

町名
50　年　国　調 55　年　国　調 比　　　　　　較

世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計
中　島　町 40 75 78 153 47 81 101 182 7 6 23 29
山　野　田 32 65 66 131 33 62 68 130 1 △3 2 △1

発電所通り東
66 135 143 278 36 68 81 149 11 17 28 45発電所通り西 41 84 90 174

下　　　平 1 1 1 2 1 1 1 2 0 0 0 0
永久公舎 20 32 26 58 13 20 18 338 △7 △12 △8 △20
栄　　　町 15 26 24 50 30 50 51 101 15 24 27 51
山野田住宅 11 6 14 20 11 6 14 20
県営住宅 10 9 7 16 10 9 7 16
朝　日　町 8 16 14 30 8 16 14 30
四　郎　兼 32 71 71 142 30 63 67 130 △2 △8 △4 △12

東善寺 36 69 93 162 37 69 94 163 1 0 1 1
上　　　町 24 47 52 99 23 56 54 110 △1 9 2 11
中　央　町 31 52 54 106 30 50 50 100 △1 △2 △4 △6

田　中　町 43 99 88 187 42 87 82 169 △1 △12 △6 △18

神社町 31 64 78 142 31 69 77 146 0 5 △1 4
学校町 57 114 128 242 57 115 124 239 0 1 △4 △3

中　屋　敷 45 93 116 209 46 97 107 204 1 4 △9 △5

寺　　　尾 46 87 88 175 49 86 78 164 3 △1 △10 △11
木　島　町 58 109 133 242 58 107 113 220 0 △2 △20 △22
沖　　　立 90 222 208 430 87 202 203 405 △3 △20 △5 △25
伊　　　友 76 185 190 375 75 185 183 368 △1 0 △7 △7

高原　田 60 120 139 259 61 124 135 259 1 4 △4 0
坪　　　山 47 127 120 247 47 119 117 236 0 △8 △3 △11
霜　　　条 40 88 100 188 40 92 85 177 0 4 △15 △11
鶴　　　吉 11 32 33 65 11 31 31 62 0 △1 △2 △3

小　　　計 901 1，913 2，029 3，942 954 1，949 2，045 3，994 53 36 16 52
上　　　野 180 378 397 775 184 367 386 753 4 △11 △11 △22
元　　　町 60 147 133 280 59 154 133 287 △1 7 0 7
新町新田 77 184 172 356 75 154 163 317 △2 △30 △9 △39
下平新田 44 105 99 204 46 106 84 190 2 1 △15 △14
三　　　領 29 66 67 133 29 77 62 139 0 11 △5 6
小　根岸 16 44 42 86 16 43 40 83 0 △1 △2 △3

小　　　計 406 924 910 1，834 409 901 868 1，769 3 △23 △42 △65
木　　　落 88 203 208 411 90 196 195 391 2 △7 △13 △20
寺　ケ　崎 12 27 18 45 12 25 20 45 0 △2 2 0
塩　　　辛 18 43 48 91 19 42 45 87 1 △1 △3 △4

仁　　　田 147 309 329 638 149 302 324 626 2 △7 △5 △12
野　　　口 120 252 257 509 117 259 260 519 △3 7 3 10
四　十　歩 3 6 5 11 3 5 6 11 0 △1 1 0
原　　　田 32 76 71 147 31 78 72 150 △1 2 1 3
根　　　深 23 51 70 121 23 49 63 112 0 △2 △7 △9

下　　　原 19 46 54 100 19 50 53 103 0 4 △1 3
小　　　計 462 1，013 1，060 2，073 463 1，006 1，038 2，044 1 △7 △22 △29
中　仙　田 121 234 239 473 117 232 236 468 △4 △2 △3 △5

室　　　島 68 137 149 286 63 127 131 258 △5 △10 △18 △28
小　　　脇 27 56 51 107 24 40 41 81 △3 △16 △10 △26
高　　　倉 36 87 71 158 37 67 59 126 1 △20 △12 △32
藤　　　沢 23 51 45 96 16 37 33 70 △7 △14 △12 △26
田　　　戸 32 61 71 132 29 50 54 104 △3 △11 △17 △28
越　ケ　沢 17 31 34 65 12 25 22 47 △5 △6 △12 △18
赤　　　谷 63 143 136 279 58 129 138 267 △5 △14 2 △12
岩　　　瀬 63 120 134 254 59 107 120 227 △4 △13 △14 △27
大　　　倉 12 26 23 49 12 25 18 43 0 △1 △5 △6

大　白　倉 40 82 85 167 41 68 76 144 1 △14 △9 △23
小　白　倉 72 147 143 290 64 128 113 241 △8 △19 △30 △49
小　　　計 574 1，175 1，181 2，356 532 1，035 1，041 2，076 △42 △140△140 △280
合　　　計 2，343 5，025 5，180 10，205 2，358 4，891 4，992 9，883 15 △134△188 △322
（注）後日総理府統計局で公表する数字と異なる場合があります。
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秋
の
叙
勲

和
久
井
精

一
さ
ん

が
受
賞

　
五
十
五
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
・
賜
杯

受
章
者
が
、
文
化
の
日
の
三
日
付
で
政

府
よ
り
発
表
さ
れ
、
元
町
議
会
議
長
の

和
久
井
精
一
さ
ん
（
木
落
）
が
自
治
功

労
と
し
て
勲
五
等
双
光
旭
日
章
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

　
和
久
井
さ
ん
は
、
橘
村
議
会
議
員
か

ら
議
会
で
活
躍
す
る
こ
と
三
十
一
年
四

か
月
、
こ
の
間
議
長
八
年
、
常
任
委
員

長
士
二
年
余
な
ど
、
枢
要
な
職
を
歴
任

し
て
お
り
ま
す
。

　
伝
達
式
は
、
六
日
に
県
庁
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

「よい歯の学校」

千手小と白倉小
　
新
潟
県
学
校
保
健
会
な
ど
に
よ
り
、

「
県
よ
い
歯
の
学
校
運
動
」
の
審
査
会

が
こ
の
た
び
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
百
四
十
二
校
の
応
募
の
中
か
ら
、

千
手
小
学
校
が
優
良
校
に
、
ま
た
、
白

倉
小
学
校
が
努
力
校
に
選
ば
れ
、
先
月

二
十
九
日
、
長
岡
市
で
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
「
家
庭
の
協
力
が
な
け
れ
ば
い
た
だ

け
ま
せ
ん
」
と
千
小
・
滝
沢
先
生
の
話
。

〈
千
手
小
学
校
で

▲数藤さん（左）と富井さん．

公衆衛生の表彰＝＝＝

富井貞雄さんと
　　　沖立地区

　
十
月
二
十
一
日
に
新
潟
県
民
会
館
で

健
康
づ
く
り
県
民
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
席
上
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

◇
公
衆
衛
生
事
業
功
労
新
潟
県
知
事
表

　
彰
○
富
井
貞
雄
（
上
野
）

◇
公
衆
衛
生
事
業
功
労
新
潟
県
住
み
よ

　
い
郷
土
建
設
協
会
会
長
表
彰

○
沖
立
地
区
（
代
表
．
数
藤
喜
久
雄
）

あ
ノ
な
た
で
す
〃
“

宏事を

嵩
言
島
δ
も

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
の
お
世
話

に
な
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
便
利
な

こ
れ
ら
の
暖
房

器
具
は
、
ち
ょ
つ
と
し

た
油
断
で
火
災
を
引
き
起
こ
し
、
財
産

や
命
ま
で
奪
う
凶
器
に
変
わ
り
ま
す
。

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
は
説
明
書
な
ど

を
よ
く
読
み
、
細
心
の
注
意
を
払
い
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
な
た
で
す
、
火
事
を
出
す
の
も

防
ぐ
の
も
」

　
昭
和
五
十
四
年
中
の
全
国
の
出
火
件

数
は
六
一
二
、
八
〇
五
件
で
前
年
よ
り
六
、

六
一
八
件
（
九
・
四
％
）
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
死
者
は
二
、
〇
七
二
人

で
前
年
よ
り
一
コ
八
人
（
一
一
・
八
％
）

増
え
て
い
ま
す
。
十
日
町
地
域
に
お
い

て
も
三
件
で
六
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
二
件
で
二
人
の
焼
死

事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
や
お
年
寄
り
、
身
体
の
不
自
由

な
方
に
は
十
分
注
意
を
す
る
と
と
も
に
、

消
火
器
の
取
り
扱
い
や
避
難
方
法
な
ど

に
つ
い
て
も
家
庭
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。
　
最
近
多
い
火
災
原
因
は
…
…

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ
ヘ
の
干
し
物
落
下

　
　
　
　
　
が
ま

◇
石
油
風
呂
釜
の
取
り
扱
い
不
良

◇
豆
炭
ご
た
つ
の
取
り
灰
の
不
始
末

◇
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

ァ
で
発
生
し
た
大
地
震
の
被
災
者
救
援

金
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

アルジェリア

の受け付け救援

　
新
潟
県
支
部
で

も
次
に
よ
り
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
受
付
期
限

　
十
二
月
三
十
一

　
日
ま
で

○
受
付
場
所

日
杢
亦
士
子
社

新
潟
県
支
部
か

役
場
社
会
課
へ

※
受
け
付
け
る
も
の
は
現
金
だ
け
と
し

　
て
い
ま
す
。

…髪広域消防i……i…ii……i…i……i……i…i…ii…

　職員の募集
　十日町地域広域事務組合では、消防職員の

募集を次により行います。

囹職種・採用予定人員

　○消防士・若干名

囹受験資格

　○昭和33年4月2日以降に生まれた高卒
　　（来春卒業予定者含む）の男子

　〇十日町市、中魚沼郡内に居住可能の人

　○身長160cm以上、胸囲はおおむね身長の

　　2分の1以上、体重50kg以上、視力両眼
　　で0．8以上、一眼の場合はそれぞれ0．5

　　以上（矯正視力可）で色神正常、その他

　　身体強健で体質上欠陥のない人

囹試験方法・期日

　○第一次試験・12月6日（土）教養試験お

　　よび体力診断テスト

　○第二次試験・12月下旬

　　第一次試験の合格者に対し、口述試験と

　身体検査
囹受験手続き

　〇十日町地域消防本部総務課へ次の書類を

　　提出

　ア受験申込書（用紙は消防本部総務課にあ

　　ります）

　イ。身上調書

　ウ成績証明書

囹申込受付期間

　011月13日から11月25日まで

囹不明の点は消防本部総務課へ
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勢畑
～
施
垢
多

（
●

蚕し●

Lワ」、
房

、

疑
苗
…

、

　この機会にぜひ税の知識

を深めてください。知りた

いことがありましたら十日

町税務署（魯02575－2－
3181）へ

年賀はがき発売
　お年玉つき年賀はがきが、

11月7日から全国の郵便局

でいっせいに発売になりま
した。

　お早めにどうぞ

東北電力から

防犯灯の寄贈
　先月、東北電力株式会社

十日町営業所から、町に防

犯灯2灯の寄贈がありまし

た。5月にも3灯いただき、
上野などに設置しました。

Q

》
　
　
　
，

　
　
　
　
8

グ▼魚つり競争
魚がはねて…（風のため）

　　　　　　　蝉

　　　　　　　　　　　▲水くみ競争、真剣なまなざし．

　　　　　　　　　　　　▼幼児レース
　　　　　　　　　　　　▲、二人でビスコーつ．

進始まる

1県

タ入

懲

▲綱ひき、綱を一本切ったあと．
▲最終得点です
　　　ガンバッタ、ガンバッタ仙田．

…
…
…
鞭
栃
の
葉
国
体
に
参
加
し
て

星

　
十
月
十
日
、
四
年
に
一
回
の
町
民
体

育
祭
の
開
会
式
の
後
、
国
体
出
場
選
手

に
対
し
て
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

根
津
町
長
か
ら
饅
別
と
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
か
た
が
た
の
ご
声

援
を
う
け
て
、
新
潟
県
と
郷
土
の
た
め

が
ん
ば
る
こ
と
を
決
し
、
出
発
し
ま
し

た
。
　
競
技
種
目
ご
と
に
栃
木
県
の
各
会
場

に
分
散
し
て
宿
泊
し
、
十
二
日
の
開
会

式
を
待
ち
ま
し
た
。
開
会
式
は
絶
好
の

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
会
場
控
え
の
場
所

で
川
西
町
の
四
人
も
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
選
手
団
を
先
頭
に
、
新

潟
県
勢
三
百
人
は
、
宇
都
宮
市
栃
木
県

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
十
七
番

目
に
入
場
行
進
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
結
ば
れ
た
心
意
気
と
興
奮
は

忘
れ
得
ぬ
感
激
で
し
た
。

　
剣
道
は
日
光
市
体
育
館
で
十
三
日
の

少
年
の
部
か
ら
開
始
さ

れ
、
新
潟
県
少
年
男
子
…
　
⑨

は
四
位
の
高
成
績
を
収
…
　
顎

め
ま
し
た
。
　
　
　
…
剥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

成
人
の
部
は
　
　
…
雛

　
　
一
回
戦
　
新
潟
対
㎝
口
星
、

奈
良

二
回
戦
新
潟

〒望〒1

二対ニヌ

　▼清水・関

　　　渡辺・

匿
名

四

郎

剣
道
天
皇
杯
得
点
五
点
、
第
七
位
と
な

り
ま
し
た
。
私
は
一
回
戦
奈
良
航
空
自

衛
隊
士
官
七
段
教
師
を
、
二
回
戦
埼
玉

県
警
察
剣
道
指
範
八
段
を
そ
れ
ぞ
れ
面

二
本
勝
ち
と
し
、
晴
れ
の
舞
台
で
思
い

切
り
戦
え
た
こ
と
を
心
か
ら
よ
ろ
こ
び
、

ご
声
援
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ

ん
の
温
か
い
心
づ
か
い
に
感
謝
申
し
上

げ
て
い
ま
す
。

　
試
合
前
、
東
照
宮
の
武
徳
殿
で
行
わ

れ
た
大
会
審
判
の
先
生
方
（
八
、
九
段

範
士
）
に
よ
る
朝
稽
古
も
、
剣
の
道
を

志
す
者
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
良
い
勉
強

で
し
た
。
高
師
の
竹
刀
さ
ば
き
、
態
度
、

風
格
等
ど
れ
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
超
え
た

一
幅
の
絵
で
あ
り
、
美
術
で
し
た
。

　
よ
り
高
き
道
と
技
を
求
め
て
日
々
精

進
す
る
こ
と
を
誓
い
、
多
く
の
仲
間
と

と
も
に
、
次
の
大
会
を
目
ざ
し
、
お
互

い
に
切
瑳
琢
磨
す
る
こ
と
を
念
じ
ま
す
。
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善

意

次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
母
キ
ミ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
星
名

　
進
一
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
一
二
万
円

※
母
シ
ゲ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
田
村

洋
吉
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
二
万
円

な
か
ま
の
家
建
設
資
金
と
し
て

※
父
茂
雄
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
蔵
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

鰹
灘
襟
誌
ー

　
　
い

　
　
　
　
山
や
川

泰
治
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
十
万
円

※
空
カ
ン
募
金
と
し
て
佐
藤
教
材
店

　
（
十
日
町
市
）
か
ら
四
千
九
十
円

心
配
ご
と
相
談

●　　●　　●　　●　　●

12　1211　11　11

月月月月月
103261912
日日日日日

橘上総克橘
鍵倉藻
所絡ンン・所
　所タタ
　　I　i

　
　
　
　
　
　
　
翼
鉛
動
肇
謡

つ
に
変
わ
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
人
情

　
故
郷
を
出
て
か
ら
幾
と
せ
ぞ
f
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ
つ
り

昭
和
二
十
五
年
の
春
、
行
李
一
つ
を
背

に
ふ
る
さ
と
を
後
に
し
て
か
至
二
十
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
ふ
る
さ
と
の
お
盆
に
帰

郷
い
た
し
ま
し
た
。
い
つ
に
変
わ
ら
ぬ

ふ
る
さ
と
の
山
々
を
な
が
め
、
砂
利
道

や
峠
の
山
道
を
し
の
び
な
が
ら
も
、
車

は
干
手
の
田
原
の
一
本
道
を
ま
っ
す
ぐ

に
走
り
抜
け
、
二
軒
茶
屋
を
過
ぎ
て
仙

田
路
に
向
か
い
ま
し
た
。
道
路
は
す
っ

か
り
舗
装
さ
れ
、
越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
を

出
て
り
っ
ぱ
な
渋
海
橋
を
渡
り
、
村
に

入
り
ま
し
た
。
新
築
の
家
が
多
く
見
ら

れ
、
な
つ
か
し
い
か
や
ぶ
き
屋
根
は
少

の

知うせ
電
わ
停

・11月20日（木）／午前9時から
　午後1時まで、坪山・霜条・鶴
吉．

・11月21日　（金）／午前9時から

午後1時まで、元町．

・12月9日（火）／午前9時から
正午まで、山野田の一部．

と
門
養
一
ざ
・
鍵墾熾．

壌
．
一

．
出
身
　
岩
　
瀬

．
職
業
　
整
体
治
療
師

一
濯
。

・福

o■馴
●●り

雛わ慈
馨し
鑑自の
9ザ・’

｝“

蓼慢
。●o■o◎、

免同99一

　　甥雛撫餓

わ
た
し
の

「
融
雪
法
」

浦
和
市
登

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
も

だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
岩
瀬
の
喜
楽
会
の
皆
さ
ん
に
招
か
れ
、

「
や
さ
し
い
健
康
療
法
」
の
話
と
、
施

療
の
会
を
行
い
、
三
十
人
く
ら
い
の
方

方
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
丸
い
背
中
や

腰
、
骨
太
の
手
や
足
に
ふ
る
さ
と
を
守

っ
て
来
た
皆
さ
ん
の
愛
情
を
感
じ
、
た

い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
歳
月
を
重
ね
る

に
つ
け
、
い
つ
に
変
わ
ら
ぬ
山
や
川
、

そ
し
て
、
温
か
い
六
帽
を
し
の
ん
で
お

り
ま
す
。

　
　
ぺ
つ
ロ
に
チ

岩
瀬
氏
名
く
ど
き

坂

　
　
博
　
さ
ん

峰
を
連
ね
る
山
ま
た
山
の

　
あ
い

　
間
を
流
れ
る
渋
海
川

四
百
年
の
そ
の
昔

　
わ
　
　
　
　
さ
　
き
ひ
と

　
吾
が
先
祖
人
の
心
意
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

登
る
山
坂
道
な
き
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
清
水
流
れ
る
小
川
の
ほ
と
り

　
　
　
　
　

升
形
山
の
中
の
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

　
一
と
條
の
道
拓
き
た
り

　
　
　
　
　
し
す

十
二
社
の
森
鎮
ま
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
中
に
岩
瀬
の
村
開
く

　
　
黄
金
の
稔
り
祈
り
つ
つ

　
　
　
子
孫
の
繁
丞
寿
ぎ
て

若
鮎
お
ど
る
渋
海
川

　
い
や
ざ
か

　
彌
栄
の
こ
だ
ま
永
久
に

　　　　　　　　　　　　　　　凝。　　　　　　　　　　　蔓　　　　　　　　繍　　　　　さ　妻　　　　　艶　巌譲き

中
島
町

　
柳
　
　
雄

さ
ん

　
「
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
雪
国
に
住
む

人
の
宿
命
…
…
」
と
考
え
て
い
る
方
が

多
い
。

　
柳
さ
ん
は
否
定
し
た
。

　
「
雪
を
克
服
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

努
力
、
く
ふ
う
を
し
て
み
れ
ば
解
決
の

方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
」

　
雪
　
井

　
　
い
　
　
べ

　
軽
　
　
一
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

〔柳式融雪屋根断面〕外気一10℃

　　　　積雪O℃ 諮欝
幽
一金属屋根（0．8ミリ

融水を雪から分離する
牛、芋殊フィ1レター

水滴吸着材

一温風・排熱

一糸吉露’水マ商、、1

融水路、

天井裏

熱交換

行われ

天井ネオ

（テック断熱材（水滴が落ちてもこれで吸収）

レ
「
も
う
す
ぐ
威
力
発
揮
」
と
柳
さ
ん
．

　
柳
さ
ん
は
中
島
町
に
住
む
建
築
設
計

事
務
所
の
所
長
さ
ん
で
あ
る
。

　
「
道
路
の
無
雪
化
が
進
む
中
、
屋
根

の
方
は
取
り
残
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
ね
エ
」

　
雪
お
ろ
し
の
つ
ら
さ
は
ど
な
た
も
昧

わ
っ
て
い
る
と
思
う
。
屋
根
が
済
ん
で

も
家
の
周
り
が
待
っ
て
い
る
。

　
「
な
に
か
良
い
方
法
は
…
…
」
と
考

え
始
め
た
の
が
五
年
前
と
の
こ
と
。

　
柳
さ
ん
の
発
明
し
た
方
法
は
、
室
内

で
使
う
暖
房
な
ど
の
余
熱
を
屋
根
裏
に

導
入
し
て
屋
根
の
雪
を
融
か
し
、
そ
の

水
を
凍
ら
せ
な
い
で
排
水
す
る
方
法
で

あ
る
。
特
別
に
融
雪
の
た
め
の
熱
源
、

設
備
は
い
ら
な
い
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
一

つ
で
十
分
で
あ
る
。
夜
間
は
も
ち
ろ
ん

消
し
て
お
く
。

　
「
省
エ
ネ
時
代
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
」

と
柳
さ
ん
は
得
意
顔
。

　
昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
の
三
月
ま
で

自
分
の
事
務
所
で
実
験
し
た
が
、
雪
お

ろ
し
は
一
回
も
し
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

こ
の
た
び
「
柳
式
融
雪
法
」
と
し
て
特

許
を
出
願
し
た
。
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1』さ衡

ll＼器

　　￥、
　　　、　　　、　　　　

．

一
三
一
葦
3
…
。
一
一
3
3
一
三
一
3
一
…
一
…
一
…
一
一
3
一
。
三
一
一
…
一
三
一
一
。
。
」
一
一
一
…
一
一
三
…
卵
一
＝
一
三
一
…
。
…
。
3
，
篭
…
9
。
…
一
。
…
誕

　
　
　
　
委
員
会
で
は
、
今
後
も
各
地
区
を
回
り
、
㌦

「
郷
土
芸
能
」
を

正
し
く
後
世
に

　
　
　
「
文
化
の
日
」
に
ふ
さ
わ
し
い
催
し

　
が
、
三
日
の
夜
、
上
野
小
学
校
で
あ
り

　
ま
し
た
。
　
「
郷
土
芸
能
発
表
会
」
で
す
。

　
　
昨
年
は
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

｝
た
が
、
公
民
館
と
ふ
る
さ
と
運
動
実
行（橘地区）▲取安の俄離子．

大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
郷
土
芸
能
の
よ
さ
｝

を
味
わ
い
、
保
存
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
　
㎞

て
お
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
こ
の
日
は
、
十
一
種
目
が
保
存
会
の
㌦

方
々
に
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
㎞

の
一
部
で
す
が
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
㌦

○
天
神
ば
や
し
（
上
野
地
区
）
　
　
　
　
～

　
川
西
地
方
で
は
、
広
く
田
打
ち
歌
と
㌦

も
呼
ば
れ
、
宴
席
に
は
欠
か
す
こ
と
の
　
㌔

で
き
な
い
歌
で
す
。
四
百
年
前
か
ら
歌
蜘

い
継
が
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
地
嘱

方
最
古
の
歌
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
｛

○
高
倉
太
鼓
（
仙
田
地
区
）
　
　
　
　
　
｛
．

　
五
穀
豊
穣
の
願
い
を
こ
め
て
、
薬
師
｛
．

様
の
祭
り
や
秋
祭
り
に
、
村
人
た
ち
が
｛
『

打
ち
鳴
ら
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
｛
，

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囑

○
千
手
露
香
（
千
手
地
区
）
　
　
　
　
　
｛
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
織
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
千
手
　
｛

に
、
露
香
が
伝
わ
っ
た
の
は
寛
永
時
代
　
｛
…

で
、
三
百
五
十
年
も
の
長
い
間
、
歌
い
　
｛
…

踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
紳
　

○
壁
塗
り
お
け
さ
（
橘
地
区
）
　
　
　
　
一
…

　
ハ
イ
ヤ
型
の
古
調
お
け
さ
に
合
わ
せ
　
紳
…

て
壁
塗
り
の
所
作
を
演
ず
る
愉
快
な
踊
　
一
㎜

り
で
、
出
雲
崎
の
職
人
が
伝
え
ま
し
た
。
｛
…

郷
土
芸
能
の
よ
さ
を
見
直
し
、
後
世
　
一
…

に
正
し
く
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
一
㎜

ぜ
．
．
．
．
．
｛
．
．
．
．
｛
．
一
．
．
一
三
．
『
．
．
一
三
．
．
り
．
一
三
．
．
．
．
一
三
．
．
．
．
．
爾
三
一
．
．
．
．
｛
．
．
．
．
｛
．
．
．
．
一
三
．
．
．
。
一
…
一
一
。
．
三
三
｝
三
聞
…
。
｛
一
一
一
三
｝
一
一
一
｝
三
一
一
一
。
｛
』
…
ξ
｝
｛
一
。
一
一
㍉
u
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
入
手
品
　
　
　
　
※
寄
贈
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
下
駄
造
り
道
具
　
　
丸
山
重
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
大
提
灯
の
型
　
　
　
小
林
英
策
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
土
蔵
戸
前
　
　
　
　
川
崎
信
夫
さ
ん

民
俗
資
料

麻しん（はしか）の

　　予防接種
　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者

・
五
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
五
十
四
年

　
五
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

　
た
お
子
さ
ん

・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
三
歳
ま
で

　
の
お
子
さ
ん
。

◎
料
金

　
千
二
百
円
（
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
）

．
こ
辞
十
二
月
か
ら
冬
期
収
集
計
画
で

　
十
二
月
か
ら
、
ご
み
収
集
は
冬
期
間

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
計
画
表
は
後
ほ
ど
ご
家
庭
に
配
布
し

ま
す
が
、
冬
期
間
は
収
集
場
所
が
制
限

さ
れ
た
り
、
降
雪
で
回
収
が
困
難
に
な

り
ま
す
か
ら
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

一
、
年
末
は
十
二
月
三
十
日
ま
で
収
集
、

　
年
始
は
一
月
五
日
か
ら
で
す
。

二
、
ご
み
の
持
ち
出
し
は
、
午
前
八
時
三

　
十
分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

妊
産
婦
は

牛
乳
が
特
別
価
格
〃

　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
妊

婦
お
よ
び
産
婦
（
出
産
後
一
年
以
内
の

人
）
は
、
一
人
一
日
に
二
百
㏄
を
限
度

と
し
て
、
牛
乳
を
特
別
価
格
で
購
入
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
収
集
日
が
祝
日
と
重
な
っ
た
場
合
は

　
次
回
送
り
と
な
り
ま
す
。

四
、
収
集
し
な
い
地
区
は
、
最
寄
り
の
収

　
集
地
区
と
協
力
し
て
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

五
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
く
に
は
車

　
を
止
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

六
、
大
量
の
ご
み
は
ご
自
分
で
次
の
と
こ

　
ろ
へ
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

○
燃
え
な
い
ご
み
ー
⊥
口
同
城
沢
埋
立
地

　
（
千
手
ト
ン
ネ
ル
手
前
）

　
こ
の
制
度
は
、
母
体
の
健
康
保
持
増

進
お
よ
び
胎
児
の
健
全
な
発
育
を
願
い

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
実
施
期
間
は

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
利
用
で
き
る
期
間
は
妊

婦
、
産
婦
そ
れ
ぞ
れ
二
か
月
間
を
限
度

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
受
け
た
い
方
、
ま
た
詳

し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
配
達
を

麻しん（はしか）予防接種日程表

期　　日 集合時間 会　　場

11月25日（火）
午後

2：00まで
克雪セソター

11月26日（水）
午後

1：00まで
総合セソター

11月27日休）
午後

1：30まで
橘　出張所

11月28日（金）
犠
1
： 30まで

上野連絡所

○
燃
え
る
ご
み
1
施
設
組
合
焼
却
場

七
、
角
材
等
は
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
、
重
さ

　
十
キ
ロ
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
廃
タ
イ
ヤ
、
マ
ル
チ
な
ど
は
処
理
し

　
ま
せ
ん
。

九
、
残
菜
、
残
飯
等
水
分
の
多
い
ご
み
は
、

　
紙
く
ず
を
混
ぜ
て
水
切
り
を
よ
く
し

　
て
く
だ
さ
い
。

6
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
の
区

　
別
を
よ
く
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
の
冬
は
、
大
倉
ご
み
埋
立
地
を

利
用
し
ま
せ
ん
の
で
持
ち
込
ま
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

受
け
て
い
る
牛
乳
屋
さ
ん
か
役
場
健
康

管
理
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ゆうあい号来町

011月26日（水）

・橘出張所

　10：00～12：00

・上野連絡所

　13：00～15：00
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螺難撫灘i騒灘麟鯵霧翻貧星鱗舞，→輪鱗占膏
高
血
圧
の
予
防
法
①

1
日
常
生
活
の
心
得
－

　
循
環
器
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
、

今
回
は
日
常
生
活
の
心
得
に
つ
い
て

述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
の
　
生
活
に
リ
ズ
ム
を

　
無
理
の
な
い
仕
事
と
適
度
の
休
養

と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。
疲
れ
が
翌

日
に
残
る
か
ど
う
か
で
仕
事
量
を
見

分
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
十
分
な

　
　
　
　
睡
眠
は
疲
労
回
復
に
欠
か

せ
な
い
条
件
で
す
か
ら
、

夜
更
か
し
に
な
ら
な
い
よ

う
就
寝
時
間
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
短

時
間
の
昼
寝
も
疲
れ
を
や

わ
ら
げ
る
一
つ
の
方
法
で

す
。
　
口
　
汗
を
か
く
程
度
の

　
　
　
運
動
を

　
休
養
が
必
要
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
運
動
を
全
く
し

な
い
の
は
困
り
ま
す
。
適

度
の
運
動
は
心
も
さ
わ
や

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ふ

だ
ん
運
動
を
し
て
い
な
い

人
が
激
し
い
運
動
を
す
る

と
、
心
臓
や
肺
の
働
き
に

負
担
が
か
か
る
の
で
、
サ

ッ
と
汗
を
か
く
程
度
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
近
い
と
こ
ろ
に
出
か
け

る
と
き
は
、
乗
り
物
を
使
わ
ず
歩
く

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

日
　
負
け
ず
ぎ
ら
い
は
ほ
ど
ほ
ど

　
　
　
に

　
血
圧
は
精
神
の
状
態
に
敏
感
な
反

応
を
示
し
ま
す
。
野
心
的
で
競
争
心

が
強
く
、
攻
撃
的
で
し
か
も
き
ち
ょ

う
め
ん
な
性
格
の
人
は
、
冠
動
脈
硬

化
症
に
か
か
り
や
す
い
と
さ
え
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
心
を
自
己
規
制
で
き

る
よ
う
訓
練
し
ま
し
ょ
う
。

　
四
　
暖
か
い
部
屋
で
過
ご
し
ま
し

　
　
　
よ
う

　
急
激
な
温
度
の
変
化
が
血
圧
を
高

め
ま
す
の
で
居
間
、
寝
室
、
便
所
の

室
温
に
大
差
が
な
い
よ
う
に
く
ふ
う

し
て
く
だ
さ
い
。

　
㈲
　
一
番
風
呂
は
避
け
ま
し
ょ
う

　
一
番
風
呂
は
脱
衣
場
、
浴
室
内
が

冷
え
て
い
る
の
で
事
故
の
原
因
に
な

り
や
す
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
湯
の
温
度
は
四
十
二
度
以
下
の

ぬ
る
め
の
風
呂
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

　
因
　
排
便
の
く
ふ
う
を

　
便
秘
は
不
快
感
や
イ
ラ
イ
ラ
の
も

と
に
な
り
血
圧
に
影
響
し
て
き
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
決
ま
っ
た
時
間
に
便
所

に
行
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
の
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
が
健
康
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

”
籔
難
鱗

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

田藤高藏星藏星星
村巻橋品名品野名

シ石正茂キ傳巖英
ゲ松作雄ミ七　一

上塩仁霜霜霜野上

野辛田条条条口野

八八七七七六六六
四三七三一二一〇

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
総

（
総

（
懸

数
藤
庭
野
野
澤
雄
二

一
宮
百
合
江

藤
巻
昌
由

小
林
由
紀
子

　
　
　
　
、 進

吉
沖
立

信
子
十
日
町
市
か
ら

野
　
口

岩
手
県
か
ら

発
電
所
通

中
屋
敷
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

◎
百
姓
に
総
て
過
ぎ
ゆ
く
秋
の
水

◎
唐
辛
子
上
へ
上
へ
と
色
づ
き
ぬ

　
サ
ル
ビ
ヤ
が
燃
え
て
園
児
の
帰
る
頃

　
サ
ル
ビ
ヤ
の
真
青
な
空
に
燃
え
つ
デ
く

少
女
来
て
ふ
と
去
り
ゆ
き
ぬ
葉
鶏
頭
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半
藤
公
一
田
中
町

平
野
　
市
子
　
四
郎
兼
か
ら

星
名
晴
一
野
口

綱
　
ミ
チ
子
十
日
町
市
か
ら

登
坂
光
國
岩
瀬

高
橋
　
良
子
　
三
　
領
か
ら

新
保
清
　
　
四
郎
兼

丸
山
久
美
子
　
学
校
町
か
ら

数
藤
久
　
　
沖
立

丸
山
　
純
子
　
津
南
町
か
ら

登
坂
秀
明
赤
谷

森
山
多
佳
子
　
長
岡
市
か
ら

佐
藤
和
夫
水
口
沢

松
苗
　
友
子
　
安
塚
町
か
ら

上
村
信
行
　
下
平
新
田

上
村
暢
子
下
平
新
田
か
ら

秦
野
今
朝
巳
　
仁
　
田

秦
野
　
玲
子
　
仁
　
田
か
ら

高
橋
　
勝
美
　
田
中
町

樋
口
　
和
子
十
日
町
市
か
ら

山
口
康
司
仁
田

福
島
美
代
子
十
日
町
市
か
ら

金
子
守
　
上
野

池
田
　
章
子
十
日
町
市
か
ら

　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

測
量
の
杭
の
打
ち
あ
る
刈
田
か
な

木
洩
れ
日
の
林
あ
か
る
き
落
葉
か
な

山
茶
花
や
藁
屋
根
の
日
の
や
わ
ら
か
く

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

櫓
穂
の
緑
色
濃
き
早
生
田
あ
と

バ
ス
停
の
落
葉
の
渦
に
降
り
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
雲
　
川
子

庚
申
の
祭
事
も
兼
ね
し
秋
祭

あ
か
ね
と
ぶ
空
に
祭
の
幟
か
な
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10月の交通事故発生件数
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D
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Q
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数
者
者
い
び

　
　
　
　
　
よ
お

　
　
　
　
　
　
　
気

　
件
傷
死
酒
酒

・
ウ
“
霊
・
寧
2
・
“
う
白
÷
命
÷
の
・
“
う
“
．
“
．
2
．
ウ
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3
亭
？
堕
受
鱒
？
㈹
・
亭
ウ
リ
桑
早
尋
（
・
．
撃
．
？
裟
．
あ
桑

（
翻
離
嫉
籠
崎
酵

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

高増平藤井小内高齊
野田野巻川野山橋藤
　　　　麻塚
将豊千恵沙梨鉄徹保
　　秋太子枝兵

敏修貞秀勝謙龍晴茂
夫　雄男幸治二夫和

　　　　（）内は前年比較

鴛轄頓変x受殺鞭鞍鞭そ；51

二
男
朝
日
町

二
男
学
校
町

長
男
栄
町

長
女
田
中
町

長
女
新
町
新
田

二
男
仁
田

長
女
四
郎
兼

二
男
室
島

長
男
室
島

　
　
　
至
メ
藝
婁
壕
畝
妻
遜

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
生

白
鳥
の
ま
だ
来
ぬ
湖
の
時
雨
つ
・

鈴
な
り
の
柿
赤
々
と
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

亡
き
友
の
句
集
見
て
い
る
時
雨
か
な

大
銀
杏
黄
葉
と
な
り
た
る
天
を
突
く

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

朝
顔
の
実
の
は
じ
け
お
る
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

梯
子
尻
直
し
つ
登
る
高
き
稲
架


